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総則 Ａ
施設の設置目的や管理運営の基本方
針を十分に理解して指定管理者業務
を実施している。

Ａ
適正に業務が実施されており、平等
な利用の確保や施設の設置目的に
沿った管理運営がなされている。

利用状況 Ｃ
入園者数・乗馬利用者数は、実績対
比は前年度を下回った。 Ｂ

少子化の影響に加え、野間馬の体調
面を考慮した乗馬利用者の体重制限
引き下げなどにより、利用者数が減
少していると考えられる。野間馬を
第一に考えた飼育を今後も注力して
いただき、まずは乗馬利用者の体重
制限が戻るよう努めて頂きたい。

事業収支 Ａ

野間馬保存会の経理に関しては、越
智今治農業協同組合乃万営農セン
ター長が担当しており、会計帳簿の
整理や会計伝票の作成、印鑑の管理
などを適切に行った。また、収支計
画に基づいて予算執行を行い、資金
調達においても余裕をもって対応で
きた。

Ａ

各協会との連携に取り組み、収入増
が図られている。修繕を計画的に実
施するなど、適正な予算執行が行わ
れており、評価できる。

管理運営体制 Ｂ
組織体制及び職員の研修については
一定の水準を取り組みを行った。 Ａ

業務の運営に支障の無いようロー
テーションが組まれており、適切な
人員配置が行われている。朝礼等で
の職員間の情報共有がなされてお
り、運営体制が充実していると評価
できる。

維持管理業務 Ｂ

維持管理業務については、一定の水
準の取り組みを行っているが、特に
植栽管理業務及び清掃管理業務につ
いては、園長以下職員全員で積極的
に取り組んでおり、清潔感のある人
の目の行き届いたどの公園にも負け
ない「美しい公園」であると思われ
る。

Ａ

職員一丸となった公園管理が徹底さ
れ、園内が常に清潔に保たれてお
り、高く評価できる。今後もこの状
態を維持できるよう、園内管理の徹
底に期待したい。
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　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利用者ア
ンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果を取り
まとめました。
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課題

使用管理業務 Ｂ

入園者数、乗馬利用者数の項目にお
いて、前年度の数値より下回った。
利用調整業務・受付業務及び利用促
進業務については、一定の水準の取
り組みを行っているが、宣伝広報業
務及び誘致活動業務としては、無料
広告掲載を行い集客を図った。

Ｂ

パンフレットの見直しや経費のかか
らない無料の広告掲載を活用するな
ど、利用者増を図る取り組みが評価
できる。今後は、施設ホームページ
のブログ更新頻度を増やすなど、さ
らなる取り組みに期待したい。

飼育管理業務 Ａ

鹿児島大学農学部や岡山理科大学獣
医学部と連携することにより、飼育
管理業務、日常管理業務、保存管理
業務、動物利活用業務及び飼育管理
記録等保存業務の全ての業務におい
て積極的に取り組むとともに、市指
定文化財の保護に努めた。

Ａ

岡山理科大学獣医学部による健康診
断をはじめ、各専門機関との連携に
より、市指定文化財である野間馬の
頭数維持が出来ている。今後も野間
馬を第一に考えた適切な飼育管理に
取り組んで頂きたい。

その他業務 Ｂ
事故発生時の対応やサービスマニュ
アルの見直しなど、各マニュアルを
整備した。

Ｂ
概ね適正に実施されていた。今後
は、施設の状況に応じた災害対策の
見直しに取り組んで頂きたい。

修繕業務 Ｂ
修繕業務については、一定の水準で
の取り組みを行った。 Ｂ

指定管理料の範囲内で、計画的な修
繕が実施されているとともに、応急
的な修繕も対応できており、評価で
きる。

備品管理業務 Ｂ
備品管理業務については、一定の水
準での取り組みは行った。又、常時
点検修理を行って維持している。

Ｂ

出産状況を確認するための監視カメ
ラを導入するなど、新たな取り組み
が感じられる。今後も各専門機関か
らの意見を取り入れて頂きたい。

自主事業 Ｂ

自主事業として、「のまうま新聞」
「のまうまの日（無料体験乗馬）」
等を実施し、一定の水準以上の取り
組みを行った。

Ｂ

騎馬隊キッズの活動休止によるポ
ニーライダー検定中止は残念である
が、他の自主事業は適正に取り組み
ができている。

地域団体
との連携 Ｂ

今治市立乃万小学校の総合学習や野
間馬クラブの受け入れ、地域の清掃
活動への積極的な参加や地域活動へ
の場所の提供などを通じて、地域団
体と良好な関係を築いた。

Ａ

地元小学校や地域との連携はもちろ
んのこと、岡山理科大学獣医学部の
提案も積極的に取り入れており、評
価できる。

利用者
アンケート Ｂ

利用者アンケートの結果については
満足いくものであり、今後も満足度
の向上に向けた取り組みを強化して
いきたい。また、アンケートの内容
も少し変更したい。

Ｂ

アンケート標本数も前年度より増え
ており、より多くの意見を得ること
が出来ている。各項目の解析をさら
に進め、さらなる満足度向上に努め
て頂きたい。

事故・苦情 Ｂ
事故・苦情については、取り組みに
より一定の水準を満たしている。 Ｂ

大きな事故・苦情もなく施設の運営
がなされている点は評価できる。た
だし、万が一事故や苦情が発生した
場合の対応ができるよう、職員間で
の情報共有を今後も継続して頂きた
い。

指定管理者の
経営状態

指定管理者自己評価 市による評価

財務諸表及び会計帳簿を精査した結果、適正に
作成されており、経営状態は健全かつ安定して
いると認められた。
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総合コメント（市）

　指定管理者は、今治市野間馬ハイランド条例及び施行規則並びに業務仕様書に基づき、施設の特性を踏まえた管
理運営に努めており、指定管理業務は適正に実施されていると認められた。
　ここ数年は、少子化や乗馬利用者の体重制限引き下げを起因とする利用者減となっているが、職員一丸となった
公園管理が徹底されており、施設利用者から高い評価を得ている。予算執行についても計画的・応急的な修繕や備
品整備などが実施されており、安定的な経営に努めている点が評価できる。
　今後、岡山理科大学獣医学部との連携をさらに充実させ、市指定文化財である野間馬の頭数を適正に管理するた
めの取り組みに期待したい。


